
　8月14日に謝名堂・真我里・比嘉・真謝・儀間・宇根・鳥島、
15日に嘉手苅にて旧盆エイサー、31日に久米島青年まつりが開
催され、多くの町民と帰省の方、観光
客で賑わっていました。各字の催し内
容は様々で伝統的な道ジュネーや奉納
演武、エイサーの他、ライブやヤクル
ト早飲み競争、お菓子つかみ取りがあ
り、伝統行事を楽しみました。

久米島エイサー
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久米島ファン交流の集いin東京
球美友結の会

　７月15日に東京中野サンプラザで久米島ファン約80
名が参加し「球美友結の会」が行われました。平成28年
に久米島観光大使の大久保さん、森さんが中心となって
始まった「球美友結の会」は今年で４回目を迎え、これ
まで多くの久米島を応援してくださるファンの方々が参
加して頂きました。今年は久米島から大田町長をはじめ
10名が参加し、久米島の情報発信やゲームを通じた交流
で参加者同士が交流を深めました。 「球美友結の会」に
初めて参加した方の中には、10月に初めての久米島旅行
を計画し、町民運動会に参加したいと話していました。

関東・甲信越・関西・九州からようこそ！
オリオンの日 IN 久米島ツアー

　８月30日、31日の日程で㈱オリオンツアー主催のオリオンの
日IN久米島ツアーが開催され、関東から九州まで約250名の観光
客が久米島にいらっしゃいました。
　ツアーの目玉はハテの浜貸し切りとガーデンパーティー。ガー
デンパーティーでは島で採れたもずくや海ぶどう、マグロや野菜
などを使った食べ放題メニュー、子どもが遊べる縁日コーナー、
ビンゴ大会、エイサーや民謡ライブで大いに盛り上がりをみせ、
最後はみんなでカチャーシーを踊りました。参加者の中には、毎
年オリオンの日IN久米島ツアーを利用しているリピーターもお
り、沖縄の夏を楽しんでいました。来年もまためんそーりーよー。

地域社会発展を目指して
ISCOとの包括連携・協力締結

　久米島町と一般財団法人沖縄ITイノベーション戦略センター
（ISCO:イスコ）は８月23日、包括連携・協力に関する協定を締結
しました。
　今後は町とISCOが連携し、情報通信関連産業の振興とITの利
活用促進で地域社会発展に向けて協力して活動していきます。
大田町長は「締結を機に産業で働く１人１人の生産性の向上、
国際交流、人材育成、IT戦略立案等に活用したい」と述べまし
た。ISCOの中島理事長は「ISCOは沖縄県経済振興を図る産業
支援機関として設立された。自社が持つノウハウやネットワー
クを活用して町づくりに貢献したい」と話しました。

頑張りましたっ！ KUMEJIMAN隊！
地域リーダー力を身につけよう

　夏休みの期間を利用し、久米島の学生10名によるリーダー育成
プログラム「KUMEJIMAN隊～久米島の自慢を発見、発信しよう
～」が実施され、８月31日に発表会を行いました。今年は6日間の
中で、久米島紬事業協同組合やスイートフーズ久米島株式会社に
協力いただき、久米島の特産品などを学び、本島との違いや共通
点を知り、理想の未来の久米島に何が必要であるかを考える取り
組みを行いました。発表会では「離島初の県代表になり、久米島
の名前を全国の人に知ってもらう」「久米島紬を織れるようになり、
文化の継承の手助けをしたい」などと具体的な発表を行いました。
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